
（実施報告書様式） みやざきボランティア体験月間２０２３

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生

一般

7 7 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生

一  般

3 3 名

活動の
様子など

知的障がい者との関わりについて学んだ後に
町民スポーツ大会に於いて、知的障がい者の
方々と一緒に卓球バレーを体験した。
優しく声掛け、時には横に座ってプレーをし
て終始笑いが絶えない様子だった。

（写真）

※７月～９月に実施された活動のみを御報告ください。
※ボランティア体験プログラム参加者とは、実際に活動を体験した人を指します。
※ボランティア体験プログラムを企画運営したボランティアとは、体験プログラムを
　実施した日の協力者を指します。

総　　数
（体験者数+協力者数） 10

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 令和 ５ 年 7 月 ２ 日（ 日 ）

活動場所
(建物名等)

三股町武道体育館

協 力 団 体 藤元メディカルシステム付属医療専門学校、都城看護専門学校

社　協　名 三股町社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 障がい者のガイドヘルプ体験

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

視覚障がい者、知的障がい者の方の理解と交流を深めな
がら、ガイド方法を体験する。

活動分野

福祉
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名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生

一般

1 6 7 537 551 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生

一  般

17 17 名

活動の
様子など

参加した学生は、普段から利用する施設や駅
周辺の環境美化活動を行った。
ポイ捨てが多かった場所を地図に記録し、次
回活用できるように整備した。

また、ガイドヘルプ体験では、介助方法を学
んだ後、実際に視覚障害者を誘導しながら、
草取り作業を行った。
和気あいあいとした雰囲気で、コミュニケー
ションを図れていた。

（写真）

※７月～９月に実施された活動のみを御報告ください。
※ボランティア体験プログラム参加者とは、実際に活動を体験した人を指します。
※ボランティア体験プログラムを企画運営したボランティアとは、体験プログラムを
　実施した日の協力者を指します。

総　　数
（体験者数+協力者数） 568

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 令和 ５ 年 ８ 月 27 日（ 日 ）

活動場所
(建物名等)

三股町総合福祉センター、三股駅、各自治公民館、各公園　ほか

協 力 団 体
　三股町ボランティア連絡協議会、三股町さんさんクラブ
　身体障害者連絡協議会、視覚障害者福祉会、障害者家族会
　三股中学校、都城医療センター附属看護学校、都城看護専門学校

社　協　名 三股町社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名

県下一斉ボランティアの日
（第28回エコロジーボランティアinみまた）

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

〇駅周辺・公園・道路・河川敷などを23箇所に分けて
　草刈り・ゴミ拾い・分別作業を行う。
〇障がい者のガイドヘルプを体験する。

活動分野

自然・環境
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名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生

一般

5 1 6 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生

一  般

3 3 名

活動の
様子など

宅食型フードバンク事業『どうぞ便』の説明
をした後に、地産地消にこだわった材料を使
い、実際に味噌づくり体験を行った。
小学生未満のお子様でも簡単にお手伝いがで
きた。困った人の役に立てると喜んでいた。

（写真）

※７月～９月に実施された活動のみを御報告ください。
※ボランティア体験プログラム参加者とは、実際に活動を体験した人を指します。
※ボランティア体験プログラムを企画運営したボランティアとは、体験プログラムを
　実施した日の協力者を指します。

総　　数
（体験者数+協力者数） 9

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 令和 ５ 年 8 月 20 日（ 日 ）

活動場所
(建物名等)

ひかりの森

協 力 団 体
True Meals（食育推進ボランティア）
ひかりの森こども園（社会福祉法人 心耕福祉会）

社　協　名 三股町社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 『つ・な・が・る 味噌づくり』体験

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

宅食型フードバンク事業の一貫で、利用者へ届けるため
の味噌づくりの体験を行う。

活動分野

複数の分野
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名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生

一般

2 2 1 5 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生

一  般

6 6 名

活動の
様子など

傾聴ボランティアが取り組む『りんりん食
堂』スタッフが作った料理の盛り付け作業と
配膳の手伝いをした。
地域の方と一緒に食事をしながら交流を深め
た。
“つながる味噌”を使用した料理も提供され
た。

（写真）

※７月～９月に実施された活動のみを御報告ください。
※ボランティア体験プログラム参加者とは、実際に活動を体験した人を指します。
※ボランティア体験プログラムを企画運営したボランティアとは、体験プログラムを
　実施した日の協力者を指します。

総　　数
（体験者数+協力者数） 11

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 令和 ５ 年 ９ 月 ２ 日（ 土 ）

活動場所
(建物名等)

光明寺

協 力 団 体 すずむしの会（りんりん食堂）

社　協　名 三股町社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 こども食堂体験

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

地域支援活動を学ぶことを目的に、こども食堂の運営を
手伝う。

活動分野

複数の分野
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（実施報告書様式） みやざきボランティア体験月間２０２３

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生

一般

6 6 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生

一  般

9 9 名

社　協　名 高原町社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 茶飲み場サポーター体験

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

茶飲み場の世話役（ボランティア）を体験することで、
ボランティア活動への参加のきっかけづくりを目的と
する。
茶飲み場を利用される方の受け入れ準備、会食の準備、
お話相手　他

活動分野

福祉

実施日  令和 ５ 年　９月　１２日（火）、９月２８日（木）、９月２９日（金）

活動場所
(建物名等)

 高原町上広原公民館、　　高原町上後川内多目的活動施設、
高原町蒲牟田地域活性化センター

協 力 団 体 上広原区・上後川内区・蒲牟田区茶飲み場ボランティア（世話役）

総　　数
（体験者数+協力者数） 15

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

活動の
様子など

各茶飲み場ボランティア（世話役）より
活動の説明を受け、茶飲み場へ参加され
る高齢者へのサポートを行った（会食の
準備、調理、傾聴）。
同じ町内の方々とあり知っている方もお
られ、スムーズに輪の中に入っておられ
たようである。
会食中、参加者とも話が弾んでいる様
だった。「自分たちの地区にもこのよう
な集いの場をつくりたい」と話されてお
られた。

（写真）

※７月～９月に実施された活動のみを御報告ください。
※ボランティア体験プログラム参加者とは、実際に活動を体験した人を指します。
※ボランティア体験プログラムを企画運営したボランティアとは、体験プログラムを
　実施した日の協力者を指します。
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名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生

一般

0 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生

一  般

11 11 名

活動の
様子など

ボランティア研修修了者、看護専門学校
学生等の体験を予定していたが、新型コ
ロナ感染症の増加に伴い、学生の参加が
できなくなった（実習の関係で）。
また、ボランティア研修修了者の方々が
活動（新たな）を始めたばかりで、体験
を希望される方がいなかった。

（写真）

※７月～９月に実施された活動のみを御報告ください。
※ボランティア体験プログラム参加者とは、実際に活動を体験した人を指します。
※ボランティア体験プログラムを企画運営したボランティアとは、体験プログラムを
　実施した日の協力者を指します。

総　　数
（体験者数+協力者数） 11

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 令和 ５ 年　７月　　～　　９月　　

活動場所
(建物名等)

高原町内傾聴ボランティア利用者宅

協 力 団 体 傾聴ボランティア

ボランティア体験
プログラム名 傾聴ボランティア活動に参加してみよう

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

外出機会の少ない１人暮らし高齢者の現状を知ること
で、この活動の必要性を理解し、傾聴ボランティア活動
への参加のきっかけを目的とする。
活動中のボランティアに同行し、お話相手等を体験す
る。

活動分野

福祉

社　協　名 高原町社会福祉協議会
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名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生

一般

2 13 15 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生

一  般

14 14 名

活動の
様子など

各協力団体を３グループに分け、その中
に入ってもらい作業を行った。作業に一
生懸命取り組まれており、コミュニケー
ションが図れるか不安だったが、休憩を
挟んだ後より協力団体の方々とコミュニ
ケーションも図れ、笑顔や談笑されてい
るところも見られた。
終了後、団体活動についての問い合わせ
等もあった。

（写真）

※７月～９月に実施された活動のみを御報告ください。
※ボランティア体験プログラム参加者とは、実際に活動を体験した人を指します。
※ボランティア体験プログラムを企画運営したボランティアとは、体験プログラムを
　実施した日の協力者を指します。

総　　数
（体験者数+協力者数） 29

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 令和 ５ 年　８月　２６日（土）　　

活動場所
(建物名等)

高原町ほほえみ館・神武ホール・南側駐車場周辺

協 力 団 体
高原町ボランティア連絡協議会１４団体

高原町民生委員児童委員協議会

ボランティア体験
プログラム名 たかはるをきれいにしよう会

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

町内のボランティア活動を行う団体が一斉に集まること
で、各ボランティア団体を認識しその状況を理解するこ
とで、ボランティア参加促進につなげたい。
・清掃活動

活動分野

自然・環境

社　協　名 高原町社会福祉協議会
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（実施報告書様式） みやざきボランティア体験月間2023

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

2 4 3 59 68 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

7 7 名

社　協　名 国富町社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名

第２０回
「きれいなまちづくりボランティアのつどい」

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

福祉のまちづくり、自然環境保護など多様なボランティア活動
への理解を深めることを目的に開催。町内４コースに分かれ、
県・町道の歩道部分の清掃美化活動を行った。収集したごみ
は、社協事務所前で分別した。

活動分野

自然・環境

実施日 令和５年８月２７日（日）

活動場所
(建物名等)

国富町内の県・町道の歩道部分

協 力 団 体 国富町ボランティア連絡協議会

総　　数
（体験者数+協力者数） 75

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

活動の
様子など

開会の様子 清掃活動の様子

※７月～９月に実施された活動のみを御報告ください。
※ボランティア体験プログラム参加者とは、実際に活動を体験した人を指します。
※ボランティア体験プログラムを企画運営したボランティアとは、体験プログラムを実施した日の協力者を指します。
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（実施報告書様式） みやざきボランティア体験月間２０２３

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生

一般

2 39 1 42 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生

一  般

0 名

活動の
様子など

町内福祉施設において児童や高齢者との方々
とのふれあいを通して、コミュニケーション
の大切さや人との繋がりを学び、福祉・ボラ
ンティアの理解へつなげることができた。ま
た今回は、小学生や一般の参加もあり、４２
名の参加を頂きました。積極的に園児、利用
者と関わりを持ちながら活動して頂きまし
た。

（写真）

※７月～９月に実施された活動のみを御報告ください。
※ボランティア体験プログラム参加者とは、実際に活動を体験した人を指します。
※ボランティア体験プログラムを企画運営したボランティアとは、体験プログラムを
　実施した日の協力者を指します。

総　　数
（体験者数+協力者数） 42

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 令和 ５ 年 ７ 月 ２１ 日（金）　～　令和 ５ 年 ９ 月 ２９ 日（金）

活動場所
(建物名等)

綾町立南俣保育所　　　　　綾町子育て支援センター
綾町立中坪保育所 　　　　  綾町デイサービスセンター
綾保育園　　　　　　　　　ひらり
綾町児童館

協 力 団 体 町内福祉施設及び保育園等

社　協　名 綾町社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 ボランティア体験月間inあや

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

町内在住の小学生～大学生を対象に福祉分野での仕事内容
や現状等を知ってもらうことを目的として、町内福祉施設
（児童施設・介護施設・障がい者施設）に協力を依頼し、
利用者との交流や環境整備等ボランティア活動を行う。

活動分野

福祉
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名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生

一般

13 7 20 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生

一  般

7 9 16 名

活動の
様子など

視覚障害者から講話を頂き、触手話について
聞いた。沢山の質問が飛び交い、理解を深め
ていた。その後点訳サークルの方の指導で、
名刺づくりを行った。点字の大変さを理解す
る事が出来た。慣れてきて、２，３枚作る参
加者もいた。今回中学生はボランティアと、
体験者両方体験した。この様な参加を増やし
たい。

（写真）

※７月～９月に実施された活動のみを御報告ください。
※ボランティア体験プログラム参加者とは、実際に活動を体験した人を指します。
※ボランティア体験プログラムを企画運営したボランティアとは、体験プログラムを
　実施した日の協力者を指します。

総　　数
（体験者数+協力者数） 36

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 令和 ５ 年 ７ 月 ２８日（ 金 ）　　

活動場所
(建物名等)

高鍋町老人福祉館

協 力 団 体 視覚障害者・高鍋点訳サークルおすず

社　協　名 高鍋町社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名

点字で名刺を作成
視覚障がい者との交流会を開催

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

視覚障害者を理解する事を目的として点字体験をする。
また、交流を深める為に視覚障害者から触手話について
聞く。

活動分野

福祉
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名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生

一般

90 90 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生

一  般

5 5 名

活動の
様子など

ボランティアについて講話、ビデオ鑑賞にて
まなんでもらう。運営訓練では、ボランティ
ア係と運営に分かれ，受け付け、ニーズ、
マッチング、オリエンテーション等、責任を
持ちながら行動していた。自主的にボラン
ティア活動に参加したいという気持ちが芽生
えた。いい経験になった、次回は気を付け
て、機会があれば参加したいという振り返り
での感想が多く、頼もしく感じた。

（写真）

※７月～９月に実施された活動のみを御報告ください。
※ボランティア体験プログラム参加者とは、実際に活動を体験した人を指します。
※ボランティア体験プログラムを企画運営したボランティアとは、体験プログラムを
　実施した日の協力者を指します。

総　　数
（体験者数+協力者数） 95

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 　令和 ５ 年 ７ 月 ５ 日（ 水 ）、　７ 月 １３ 日（ 木 ）

活動場所
(建物名等)

高鍋高校

協 力 団 体

社　協　名 高鍋社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 災害ボランティアセンター運営訓練

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

災害ボランティアセンター運営講義、体験、振り返りを
行い、防災認識を深め、対処する心構えを準備する。

活動分野

防災・安全
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名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生

一般

15 8 5 28 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生

一  般

8 8 名

活動の
様子など

社協職員によるボランティアとはの講話で、
ボランティア活動について理解してもらっ
た。その後、高鍋町西中学生にバスボムの効
果、作りの説明をしてもらう。小学生、保護
者に付いて、一緒に作成を行う。参加者は、
バスボム作りを楽しまれていた。中学生ボラ
ンティアは、大変さと、また次回につなげた
いとボランティアへの興味が沸いていた。

（写真）

※７月～９月に実施された活動のみを御報告ください。
※ボランティア体験プログラム参加者とは、実際に活動を体験した人を指します。
※ボランティア体験プログラムを企画運営したボランティアとは、体験プログラムを
　実施した日の協力者を指します。

総　　数
（体験者数+協力者数） 36

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 令和 ５ 年 8 月 8 日（ 月 ）

活動場所
(建物名等)

高鍋町老人福祉館

協 力 団 体 高鍋町西中学校生徒会

社　協　名 高鍋町社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名

高齢者へ元気を届けよう！
バスボム作り

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

交流が少ない高齢者クラブの方とつながりを絶やさない
ことを目的に、バスボムを作成して届ける活動を行う。

活動分野

福祉
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（実施報告書様式） みやざきボランティア体験月間２０２３

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生

一般

2 4 53 1 0 195 255 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生

一  般

11 11 名

活動の
様子など

活動開始と同時に小雨が降りだしあいにくの
お天気になりましたが、２５５名の参加者と
共に富田浜清掃を行なった。
去年と同様、海岸には多量のゴミが散乱して
いました。すべてを取り除くことは難しいで
すが参加されている方がゴミを見て環境のこ
とを考えるきっかけになればと思います。

（写真）

※７月～９月に実施された活動のみを御報告ください。
※ボランティア体験プログラム参加者とは、実際に活動を体験した人を指します。
※ボランティア体験プログラムを企画運営したボランティアとは、体験プログラムを
　実施した日の協力者を指します。

総　　数
（体験者数+協力者数） 266

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 令和 ５ 年　　9月　　２日（　土　）　

活動場所
(建物名等)

富田浜

協 力 団 体 新富町・新富町ボランティア連絡協議会

社　協　名 新富町社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 富田浜クリーン活動

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

新富町は、日向灘に面しておりアカウミガメの上陸場所に
なっております。産卵や孵化の時期と重なり無事アカウミ
ガメを海へ返すため障害物になる海岸清掃を行う。

活動分野

自然・環境
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（実施報告書様式） みやざきボランティア体験月間２０２３

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

0 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

0 名

活動の
様子など

予定していた８月９日(水)は、台風の影響で
延期となり、予備日の8月23日(水)は雨天の
ため止むを得ず中止となった。
小学生にも参加していただく予定としていた
が、夏休みも終了となり、日程を調整しての
更なる延期が難しかった。後日、各々で自主
的に地域周辺の清掃活動を行った。

（写真）

※７月～９月に実施された活動のみを御報告ください。
※ボランティア体験プログラム参加者とは、実際に活動を体験した人を指します。
※ボランティア体験プログラムを企画運営したボランティアとは、体験プログラムを
　実施した日の協力者を指します。

総　　数
（体験者数+協力者数） 0

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 令和5年8月9日(水)【予備日：８月23日(水)】→ 中止

活動場所
(建物名等)

村所八幡神社

協 力 団 体 村所東長寿会・村所西さんさんクラブ・村所地区こども会

社　協　名 西米良村社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 高齢者との清掃活動体験

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

高齢者と交流しながら、日頃からお世話になっている八幡
神社の除草、清掃等を行うことを目的に実施。西米良村で
大切にされている『菊池の精神』の元となっている菊池家
の歴史にふれる機会とし、若い世代に語り継ぐ場として、
世代交流しながら清掃活動を行う。

活動分野

自然・環境
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